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▶企業の現状及び支援の経緯
代表者は東京の企業で勤務していましたが、2020年に長野市
へ移住し、道の駅中条で働き始めました。地域の農業と向き
合う中で、農業従事者の高齢化や後継者不足、耕作放棄地の
増加といった課題を実感しました。特に、西山大豆のような良
質な特産物でさえ直売所以外に販路がなく、農家の意欲低下
につながっている状況を目の当たりにしたことが転機となりま
した。そこで代表者は、西山大豆や野沢菜など地域の農産物
に付加価値を加え、加工から販売まで一貫して行う取組みを
始めることを決意しました。顧客層は首都圏の共働き世帯や
健康志向の方を想定しています。信州食工房やまゆらは、地
域の農産物を加工・製品化し、新たな販路を創出することで、
未来につながる地域農業の再生と発展を目指しています。

▶実施した支援内容
同工房への支援では、長野市商工会の経営指導員も同席し、
事業計画書の内容について協議しました。特に事業の中心と
なる西山大豆の販売に関しては、他の産地との差別化が不可
欠であり、ブランディングの方法や消費者への周知の重要性
を確認しました。ブランディング推進に向けては、品質向上
に努めることや、SNSを活用したPR強化を進める方針とし

ました。また、販売価
格を卸と直販を明確に
設定する必要があるこ
と、必要経費の積算を
精緻化することも助言
しました。結果として、
販売計画では商品別の
目標販売数と売上高が
明確になり、経費も細部まで見積もられ、事業の継続性が見
込める内容となりました。

▶支援の結果及び今後の展開等
西山地区の長野市中条では、民間として初の自社工房がまも
なく稼働します。ソーシャル・ビジネス創業支援金を活用し、
工房内に機械装置を導入しました。また、地域の農家の方も
同工房が大豆や野沢菜を購入してくれるならと、農業への意
欲が高まっています。販売は首都圏向けにネットでのPRを
行い、まずは小ロット生産でECサイトを中心に展開し、状況
を見ながら首都圏や長野市内への卸販売も検討していきます。

▶参画機関
●長野市商工会
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信州食工房やまゆら

活用した補助金・支援制度等 ●長野県ソーシャル・ビジネス創業支援金

担当部署

収穫した青大豆

自社工房

初めての大規模な大豆栽培

今回の支援を受け、自社工房の設備を揃えることができ、創業に対する意欲と希望が湧き、経営者としての自
覚も芽生えてきました。また苦手と感じていた事業計画、経費の積算等についても丁寧にご指導いただき、ど
のような販路で始めて行くのかが明確となり、その後の準備がスムーズに進むようになりました。単なる「商売」
としてではなく、地域の未来につながる事業として責任と覚悟を持って臨みたいと思います。（代表　平川 淳子 氏）

支援を受けて


